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六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.132 
六甲山発郷土誌づくりの
歩みノ堂馬 英二 
2017 年 10 月発行 

 

主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】順不同 

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、 
コープこうべ環境基金、セブン-イレブン記念財団、 

ＧＧＧ国立・国定公園支援事業 

 

台風前日、雨中の散策に２４名が参加 

台風２１号が接近中の雨天で１４℃、静岡大学山岳会一行
１１名など２４名が、雨具を着けて午前中の自然散策をしま
した。まちっ子の森や、森と歴史の散歩道を探勝して、当会
の環境活動を知っていただきました。午後のセミナーは最終
回ということで久し振りに参加される方も多く、４２名もの
盛況で、ざっくばらんな雰囲気で賑わいました。 

阪神大震災から地域に目を向けて２０年 

講師は阪神大震災後から六甲山に関心を向 
けて活動を続けています。２０年近く保管し 
ていた冊子を数点、参加者に寄贈しました。 
震災３年後にコープこうべが発行した『いま 
ここにある明日』で、「こうべ」らしさって 
なんだろうと題し、ハイカラ生活の追求から 
オリジナルな生活の創造を提起しました。 
１９９９年から３回開催した六甲山上での 

プチ･シンポジウムの報告書は、市民として 
初めて六甲山に目を向けた試みとして注目を 
集めました。これらが地域を知ろうとする原点になり、「市民
セミナー」の運営や報告書の継続・発信につながっています。 

「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ 

講演は岡さんの司会で進みました。まず「六甲山を活用す 
る会」１５年の概要です。会の趣旨や運営体制、活動地域、
そして「市民セミナー」を軸にして派生した環境整備や環境
学習など、六甲山上での活動は広がっています。 
主題の「六甲山発郷土誌づくり」の冒頭で、地域を知る試

みを始めた出発点を述べました。２０００年前後に神戸地域
ビジョン委員会で県民行動プログラムの策定に関わってお
り、これが２００３年の市民団体の設立につながりました。 
リニューアルした兵庫県立六甲山自然保護センターの活用

に取り組み、六甲山上で半日滞在する方策としたのが「六甲
山魅力再発見市民セミナー」です。 
初年度は関係者を講師にして６ヶ月の予定を立てただけで

スタートしました。毎月第３土曜日、参加費５００円、講師
とテーマは一回限り、当月報告書発行、３年後に『六甲山物
語』を出版すると掲げて、綱渡りに近い状態でした。講師探
しや集客などで苦労しましたが、やがて多彩な講師が出講さ

講師：堂馬 英二さんプロフィール 

1947年生まれ、灘区在住。1970年静岡大
学ヒマラヤ遠征隊に参加。71 年農学部卒
業、民間企業勤務を経て、75 年ヒマラヤ
技術協力会事務局長。76 年から（株）リ
クルート専属教育トレーナー、91年（株）
ワークスタイル研究所を設立。阪神大震災
以降、六甲山の活性化に関わり、2003 年
六甲山を活用する会を設立。 

 

第１３２回テーマ 
六甲山発郷土誌づくり

の歩み 

●六甲山を活用する会の１５年

●六甲山発郷土誌づくり 

●六甲山発郷土誌を普及する 

 

 

 

実施日：平成２９年１０月２１日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

れ、多岐にわたるテーマを集め 
て、４年目には『六甲山物語１』 
を発刊しました。活動が軌道に 
乗り、『六甲山物語２・３・４』 
や『六甲山辞典・総集編』ＣＤ- 
Ｒ版も発刊し、六甲山情報を集 
積しました。 
９年目に１００回を迎え、「市民セミナー」の終了を考え 

出した時、「六甲山発郷土誌」という言葉に出会いました。
活動の意義を改めて認識し、さらに６年継続しました。 
１５年目の現在、『六甲山物語５』の発刊を機に、「市民セ

ミナー」を継続するのは負担が大きいので、終了することに
しました。蓄積した六甲山情報やノウハウを広める方向に転
換します。まず、「市民セミナー」全１３２話を再整理し、
４つのジャンルの「六甲山発郷土誌」マップを作成しました。
市民が地域を知るためのフレームができたので、運営ノウハ
ウや活用方法も加え、ネットで発信する準備を始めました。 

六甲山を知る「手がかり」を広めたい 

六甲山を広く深く知ろうとする「市民セミナー」の継続が、
活用可能な産物を生じました。出席者は１３２回という運営
や報告書の発行に感嘆されました。これからの正念場は、多
様な講師の貴重な語りを生かし、多くの市民が地域を知り関
心を高める「手がかり」として活用してもらうことです。ま
た、新たなチャレンジを続けるという予感もしています。 

詳しくは次ページをお読みください。 

 

六甲山を活用する会を立ち上げて１５年、 

市民セミナーを１３２回、報告書を毎回発行 

されていた事、すごい経験をされていたんだ 

と感心させられました。世の中では継続は力 

なりと申しますがそれを実践されていた！ 

参加者の募集、講師の依頼等のノウハウも蓄積されてい
ると思います。私ども静岡大学山岳会関西支部として六甲
山を楽しむ事ができました。会の皆様ありがとうございま
した。又会の隆盛を祈念致します。 

 

参加の感想 山端謙一郎さん 

 

展示ルームに参加者集合 

『六甲山物語』1～4 発刊 

震災記念誌 
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う、をテーマに文章を載せた。神戸の特色を思案して、
「ハイカラ生活の追及からオリジナルな生活の創造」
を提起し、六甲山の自然環境との共生を考えた。 

●六甲山に目を向ける:生涯学習団体「２１世紀学会」
の有志で、１９９９年に六甲山上でプチ･シンポジウ
ム「改めて六甲山に目を向けてみよう」を開催し、報
告書も発行した。マスコミに注目され脚光を浴びた。
３年で３回続けて、市民が集まり六甲山のことを話す
交流と、多様な報告や提案を集めることができた。 

●市民団体を立ち上げる:兵庫県が神戸県民局を設立
し、公募された地域ビジョン委員会に六甲山部会のリ
ーダーとして参画した。４年かけて六甲山を生かす
「県民行動プログラム」を作成し、それを実践しよう
とした勝手連が市民団体を設立した。 

■「六甲山魅力再発見市民セミナー」の試み 
●「市民セミナー」の着想：兵庫県の唯一の施設である
「六甲山自然保護センター」がリニューアルし、施設
の有効利用が課題になった。山上に半日滞在する集客
として「六甲山魅力再発見市民セミナー」を着想した。
毎月第３土曜日、参加費５００円、講師とテーマは一
回限り、当月報告書発行を基本にした。第１回は１８
名が参加したが、貴重な話を神戸市民１５０万人に伝
えたいので、３年後に『六甲山物語』を出版すると宣
言した。綱渡りの「市民セミナー」が始動した。 

●報告書の発行:参加者募集チラシや報告書の基本デザ
インと様式を最初に決めた。各回の報告書はＡ４×４
ページで、表紙はセミナーの概要、講演内容の要約が
２ページ、裏表紙は会報とした。開催時、写真・ＶＴ
Ｒ、メモ、ＩＣ記録を行った。若手がブラインドタッ
チで記録を作成してくれ、編集作業が軽減された。 

●『六甲山物語１』出版: 報告 
書は当月作成して郵送し、年 
度毎に「六甲山魅力再発見ガ 
イド」を発行した。３年分の 
報告書３６話を再編集し『六 
甲山物語１』を発刊した。講 
師とテーマは一期一会で幅広 
くランダムに集めたため、再 
編集する際に、目次立てで苦 
労した。テーマを６つのジャ 
ンルに集約できたのが大きな 
成果で、座標軸も得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辞典として使えるように４３７の用語索引も作リ、井 
戸知事に巻頭言をお願いし、初版１千冊を出版した。 

●六甲山を活用する会の１５年 

●六甲山発郷土誌づくり 

●六甲山発郷土誌を普及する 
 
 

 

市民セミナー 

１．自然体験：１０：００～１２：１０ 
２．講演  ：１３：００～１４：１０ 
３．休憩  ：１４：１０～１４：２０ 
４．意見交換：１４：２０～１５：００ 
 

第１３２回テーマ：六甲山発郷土誌づくりの歩み 

第１３２回市民セミナーの流れ 

 

講演のあいさつ（堂馬 英二さん） 

ふだんは黒子として「市民セミナー」運 
営のお世話をしています。最終回は仕掛け 
人が責任を取れと言われて、講演を引き受 
けました。「市民セミナー」の背景や経緯 
をご説明して、「郷土誌」の広報について 
のご意見をおうかがいしたいと思います。 

１．六甲山を活用する会の１５年 

「六甲山を活用する会」は六甲山上で長く活動す
る市民団体です。「市民セミナー」を発端に、環境整
備や環境学習などにも取り組んでいる。 

■「六甲山を活用する会」の今 
●会の概要：平成１３年９月設立、現在の会員は９０名。
趣旨は、記念碑台周辺の利用、自然保護センターの活
用、「まちっ子の森づくり」と「森と歴史の散歩道」
の普及を挙げている。 

●会のやりくり：ここ５年間では事業費は４３８万円か
ら２２７万円の幅がある。７割前後は助成金で賄って
いるが事務局運営費などのやりくりで苦労している。 

●活動地域：六甲山中央部の記念碑台周辺の２ｋｍ圏
で、自然保護センターを拠点に、まちっ子の森や近畿
自然歩道で毎月３～５日活動している。 

■活動内容 
●市民セミナーと郷土誌:２００３年４月に第１回市民
セミナーを開始し、２０１１年までは毎月、２０１２
年から年４回の開催で、１５年目の現在１３２回を迎
える。毎回報告書を発行し、３年毎に『六甲山物語』
を発刊。「六甲山辞典・総集編」ＣＤ－Ｒ版も発刊し、
郷土誌といえる資料を蓄積している。 

●森と歴史の散歩道づくり:２００６年から、近畿自然
歩道の清掃･整備に取り組み、延長１ｋｍでササ刈り
や山道整備を継続している。２．５ｋｍの周回路を「森
と歴史の散歩道」と名づけて整備し、案内もしている。 

●まちっ子の森での環境学習:四季の環境学習として、
年４～５回、まちっ子の森の二つ池などで、「小さな
場所でも目を凝らせば多様な世界が見えてくる」をモ
ットーに、学童対象の環境学習を運営している。 

●アセビ伐採調査:２００９年からまちっ子の森１．２
ｈaで、落葉広葉樹主体の森に再生を目指すアセビ伐
採調査を４期実施した。フォロー調査を継続し、人と
自然の博物館の研究紀要『人と自然』に学術論文も掲
載している。 

２．六甲山発郷土誌づくり 

原点を振り返ると、阪神大震災で地域の生活文化が壊
滅したと感じて、六甲山との共生に関心を向けた。２０
年前に作成し保管していた冊子を死蔵しないために配
付したい。これらを参照し、「郷土誌」の前史に触れる。 

■地域を知る試み 
●「こうべらしさ」を考える：震災３年後、体験が風化
するのを心配して、コープこうべが記念冊子を発刊し
た。編集協力した私も「こうべ」らしさってなんだろ

堂馬さん 

４２名で大盛況（司会は岡さん） 

『六甲山物語1』目次 
１．六甲山を見渡す～六甲山の成り立ちと都市環境  
２．六甲山を辿る～六甲山の歴史と文化      
３．六甲山の植物を知る～六甲山の生物                   
４．六甲山の動物を知る～六甲山の生物                  
５．六甲山のくらし・学び～生活文化と環境学習               
６．六甲山に親しむ～スポーツからレジャーまで 
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■「市民セミナー」運営のエピソード 
●月次開催から４回開催へ:月例開催を９年続け、２０
１１年から４・６・８・１０月の４回開催に変更し、
午前中は自然散策、午後は講演の組み合わせにした。 

●参加者は定員の９割:「１０名を割ったらセミナーは
廃止する」と気を引き締めて集客した。最少１４名で
最多は５７名、１３２回平均で２６．７名になった。 

●「郷土誌」を自覚:２０１０年に北海道新聞の記者と
話した際、「市民セミナー」に対するコメントを求め
ると、「大都市における郷土誌づくり」だと示唆され
た。「六甲山発郷土誌」という意義に目覚めた。 

■「六甲山郷土誌づくり」のノウハウ 
●講師依頼:２回出講されたのが６名、市民活動家から
オーソリティまで合計１２６名で、人と自然の博物館
の研究者をはじめ学識経験者も多い。人物、活動内容、
テーマという３つの魅力を確認してお願いしている。 

●『六甲山物語』シリーズ:３年毎に『六甲山物語２、
３、４』を刊行し、『六甲山辞典・総集編』ＣＤ－Ｒ
も発刊した。『六甲山物語５』の出版を目指している。 

●運営の工夫:神戸シルバーカレッジのぴかぴか隊に年
間行事として団体参加してもらい参加者を確保して
いる。年４回の開催にすることで運営の負荷を軽減し
た。郷土誌としての内容を充実するために、六甲山の
特性を探るテーマを増やしている。 

３．六甲山発郷土誌を普及する 

■「六甲山郷土誌マップ」を作った 
●１３２話が４つのジャンル:『六甲山物語１～５』を
まとめて検索できる試みをした。「六甲山の特色」４
項３６話、「六甲山の歴史」３項２９話、「六甲山の生
きもの」３項３２話、「六甲山とくらし」５項３５話
に整理でき、郷土誌の全体像が簡明になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆参加者の声： 
・市民セミナーに出講したのが活動の原点になっています。 
・六甲山発郷土誌は残していくべき大切な資料です。 

・年に一度くらいは「市民セミナー」を開催してください。 

◆参加者：４２名（５０音順・敬称略）、ゴシック:静大山岳会 
天野征一郎 伊谷 正弘 井上 幸雄 大上 卓男 岡  敏明 

岡谷 恒雄・園子 金原 淳一 神谷 知彌 川部 忠夫 喜多 茂 

北嶋 治夫 木下 健二  熊谷 正一  黒田 郁子 小谷 寛和 

沢村 勝義 下田 ゆみ子 高橋 明子 高橋 貞美 田中正視・敬子 
田中 弘子 玉井   誠 堂馬 英二 徳見 健一 中井 龍司  

中尾 啓子 中務 勝子 愛徳 篤・ 陽子 福永 一登 藤原 義則 

前田 康男 眞苅  保  松岡 達郎 三木 柚香 八木  浄 

柳田千惠子 山端謙一郎・和子 米田 佐江子 

◆参考・配布資料など 

・ＰＰＴ：「六甲山発郷土誌づくりの歩み」 
・配付資料：「六甲山発郷土誌」マップ。『こうべからのメ
ッセージ２』、『プチ･シンポジウム報告書』１・２・３。 

 記事掲載紙／毎日新聞、神戸新聞。  
・参考資料：『六甲山物語１・２・３・４』、他 。 
 
 堂馬 英二:どうま えいじ 

六甲山を活用する会 代表幹事 
〒657-0028 神戸市灘区森後町 2-3-7 
TEL:050-3743-9897 FAX:078-856-6616 
E-mail:info@rokkosan-katsuyo.com 
http://rokkosan-katsuyo.com 

●マップの活用マニュアル化:利用者向けの案内書や、
検索の仕組みを整備する。郷土誌の目指すところや、
有効な使い方を小冊子で案内し、報告書の内容はＣＤ
－Ｒや、ネットで検索するという形を考える。 

■「六甲山発郷土誌」を普及したい 
●ｗｅｂ．で情報発信：「六甲山発郷土誌」は専用のホ
ームページを制作して無料で公開することを基本に
検討している。情報公開について講師の承諾を求める
と、主旨に賛同し激励される方が圧倒的に多かった。 

●運営ノウハウの広報：「市民セミナー」の運営や、「郷
土誌」の制作などもノウハウ化して、「六甲山発郷土
誌づくり」として、全国に紹介したい。 

質疑応答・感想(敬称略) 
＊田中：これだけきちっと報告書を作る 

のは真似できない。原動力はどこにあ 

るの？～私は編集者の立場、講師の話 

を誰かに伝えたいという心がけかな。 
＊愛徳（なるえ）：人集めのノウハウは？ 
 ～何とか集まっている。リピートは難 
しいが口コミやグループ参加が有効。 
１３２回の市民セミナーを凝縮した形 
にすると日本全国でもできそうだ。 
～全国の地域史とか郷土誌、地域起こ 
しで活動する人にも伝えたい。 

＊三木：ライフスタイルの創造に貢献し 
たか？～難しい質問だ。行きがかりで 
やっている、役に立つのとオリジナリ 
ティの２本柱を求めている。 

＊藤原：ふつうは地域の中の六甲山とい 
う見方だが、六甲山という立場から逆 
に地域を見ているのに感心。 

＊前田：『六甲山物語』の資料を六甲山 
の百科事典のように使っている貴重な 
財産。ウェブでの無料公開で素晴らし 
い財産を使えるようにしたい。 

＊中井：セミナーはこれで最後かもしれ 
ませんが、「六甲山発郷土誌」だけでな 
く、１３２回の情報・経験を活かして、 
次の新しい事に挑戦してもらいたい。 

事務局 
台風前の雨天にもかかわらず、４２名もの方が参加さ

れて、最終回が盛り上がりました。これまで実に多くの
方のご協力で１３２回の市民セミナーを完遂できまし
た。１５年で培ったものを多くの方に広めるという次の
課題は相当手強いですが、リ・スタートします。 
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